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近年． 人工知能， 深層学習に対する注目が非常に高まっている．

Pythonではnumpy, scikit-learnなどの機械学習に必要なライプ

ラリ， pytor chやtensorflowなどの深層学習に必要なライプラリ

が公開され， 機械学習・深層学習に携わる技術 者にとってPython

の重要性は非常に高いと言える． 本普では探索問題， ソ ー ティン

グ， 最適化などの問題解決のためのアルゴリズムの手法とPython

の基礎について学ぶことができる．

本書ではアルゴリズムの紹介とPythonの文法の紹介が並行し

て行われており ， 例題と実装方法が掲載されているのでより実践

的にPythonを勉強することができる． 各章末には課題が用意され

ており， 復習することができる． 課題の解答や例題のプログラムは

Webペ ー ジに掲載されており， 読者は簡単に自分で試すことがで

きる． また， 本書で紹介しきれない手法については名前や分類が

紹介されているので， 更に深く学習するための手掛かりになる．

第1章では「アルゴリズム」「プログラミング」とは何かについ

て説明しており ， 問題解決の例として探索問題， ソ ー ティング問

題． 最短経路問題． 最適化問題が紹介されている．

第2, 3, 4章では「プログラミング・チュ ー トリアル」と題し ，

Pythonの文法や制御構造について説明されている． 第4章ではグ

ラフ構造を扱い ， 到達可能性問題や最適経路問題に触れる． Py

thon初心者にグラフ構造を扱うプログラムはハ ー ドルが高いかも

しれないが ， 本沓は初心者向けに非常に丁寧に記載されているの

で， 分かりやすく読むことができる．

第5章では条件分岐と繰返しについて説明されており， 第6章

では関数と再帰について説明されている． 再帰関数の説明では

フィポナッチ数列を例に， 再帰関数の繰返し回数を減らすための

手法についても紹介されている．

第7章ではオプジェクト指向の概要とPythonでの実装方法が

紹介されている． 第8章では問題解決の様々なアルゴリズムと実

装例が紹介されている． 探索問題， ソ ー ティング貪欲アルゴリズ

ム， 動的計画法などが紹介されている．

プログラムの文法を理解しても ， アルゴリズムを実際に コ ー

ディングする際に手が止まってしまうケ ースは多い ． プログラム

言語の特性に応じた実装方法をするのがスマ ー トであるが， 文法

書を読んだだけではそういった コ ー デイングを自分でするのは難

しい ． 本書は文法の紹介だけでなく， アルゴリズムの実装を重点

的に説明している． 初心者にとっては自分のスキルをプーストし

てくれる一冊であると言える．

（紹介者 小林優佳 正員 （株）東芝研究開発センタ ー ）
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